
学校を改善する評価 
             ――「学校自己評価」の充実に必要な保護者の協力―― 

           本校は組織マネージメントに基づく学校自己評価システ 

          ムを導入しています。長期的なビジョンのもと、年度内に実 

          現可能な目標を設定し、それについて年間を通して管理して 

          いく方法です。 

           今年度は、「学校教育目標：豊かな心を持ち、自立できる 

          生徒」のもと、入学式の誓いの言葉でいただいた「僕たちに 

          必要なのは、正しい知識と情報を的確に判断する力、困難に 

          も立ち向かえる強い身体、人を思いやる心だと思います。」 

          を“目指す生徒像”として捉え、それを実現させるための教 

          育活動を構想いたしました。 

本校の学校自己評価システムは、P.D.C.A（計画・実行・評価・改善）のサイクル

を年間 2 回繰り返します。それによって学校のねらいや生徒の願いを達成するために

課題となる問題点を把握し、実効性のあると思わ 

れる改善策を実行します。そうすることによって、 

学校教育の質を尐しでも高めていくことを目的と 

しています。 

今年度後期より、本校のねらいに合わせて、こ 

れまでの校内職員組織を一新いたします。従来の 

仕事内容を見直し、教育課程を含めた学習関係全 

般を取り扱う仕事を「確かな学力保障部」、体験的   中体連女テニス「お願いします！」 

な活動全般や、学級活動、行事等を通して人間性 

を磨く仕事を「豊かな人間形成部」、そして生活指 

導面や、健康、安全面を扱う仕事を「健やかな心 

身支援部」として教育活動の中枢に位置づけ、新 

しい校内組織に再編成いたしました。 

今回は１年間一貫したデータをとり、効果的に 

活用するためにも前期から新しい組織によるアン 

ケートを実施させていただきたいと思います。新 

たに組織された三つの部で思い描く生徒像を具現  中体連野球「最後まであきらめないぞー！」 

化するための評価アンケートを準備し、それに学校管理面からの項目を加えて、今年

度の学校評価といたしました。（評価アンケート用紙は１５日に配付いたします。） 

このような方法で新しい時代の教育要求にこたえ、皆様の信頼を得られるような学

校づくりを目指していきます。まだまだ改善すべき内容は多く、時には厳しいご意見

をいただくこともあろうかと存じますが、「学校をみんなで育てていこう」という温
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かい心をもち、教師、保護者が一体となって取り組んでいくことができる学校づくり

を進めていきたいと考えています。 

“学校をつくるということは、わたしたちの手で煉瓦を積み、わたしたちの手で一枚

一枚の板に釘を打ちつけていくことなのです。わたしたちのかわいい子どもたちのた

めに……。”これはドバイ日本人学校創立当時の保護者たちの言葉です。教育は学校

任せという時代はとうに過ぎ去っています。社会の変化によるさまざまな教育課題に

対して、教師と保護者がともに手を取り合って取り組み、解決策を見いだしていく時

代と捉え、本校の学校自己評価へのご協力をお願いいたします。 

【中体連駿東地区大会速報】（7/2、7/9結果） 

男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 団体戦第３位（vs 北郷 2-1、vs 御单 1-2、vs 御西 2-0、vs 小山 2-1､vs 裾西 0-2） 

 女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 団体戦ベスト８（vs 長泉 0-3、vs 富士岡 2-0、vs 清单 2-0、vs 裾西 0-2） 

 総合部野球  惜敗（予備戦 vs 裾西 5-18、ﾄｰﾅﾒﾝﾄ vs 小山 0-10） 

 １６日（土）には、ｿﾌﾄﾃﾆｽ個人、バレー、バスケ、卓球団体、水泳東部大会及び陸

上県大会が行われます。１７日（日）には柔道、卓球個人があります。日頃の練習の

成果が発揮されますことを願うとともに、深良中の選手の皆さんの健闘を祈ります。 

 

ある日の授業風景 中学２年 総合的な学習の時間     授業者 川合雅哉 

 職業体験申し込みのための電話応対練習 

「もしもし、突然お電話をして申し訳ありません。私は、深良中学校 2 年の○○ですが……。」 

 10 月 31 日、11 月 1 日に行われる職場体験のアポイントメントを事業所にとるための電話練習 

を教室で実施しました。生徒たちは初めて話す人との会話に、悪戦苦闘しながら一生懸命取り組 

みました。相手役となった担任の想定外の発言に、自分でも何を言っているのか分からなくなっ 

てしまう生徒もありました。 

「そちらで職業体験をお願いしたいのですが、よろしいでしょうか？」 

「ただ今担当の者がいませんので、後日か 

 けなおしてください。」 ブツ。 

 電話が切られてしまいました。そうです、 

こちらの都合に合わせてくれる事業所ばか 

りではありません。それを頭の中に入れて 

対応しなければいけません。気を取り直し 

てもう一度かけ直しです。 

「ありがとうございました。期日が近づき 

ましたらまた打ち合わせの連絡をさせてい 

ただきます。失礼いたしました。」 

やっと合格です。さあ次は本番です。職員 

室に行って本当の電話で初めての人との会話、ドキドキしますね。 


